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午前九時〇〇分開議 

○議長（谷重幸君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから本日の会議

を開きます。 

 報告します。本日、明日の２日間、会計管理者は欠席です。 

 本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 議案第１号 御坊市及び日高郡６町埋蔵文化財保護行政事務協議会の設置に

ついてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 議案第１号 御坊市及び日高郡６町埋蔵文化財保護行政事務

協議会の設置について、細部説明を申し上げます。 

 御坊市及び日高郡６町における埋蔵文化財の保存及び活用に関する事務について、広域

的に対応し事務の合理化を図るため、その事務の一部を共同して管理執行するに当たり、

地方自治法第２５２条の２の２に規定する協議会を設置するものでございます。 

 その主たる目的は、開発行為に伴う埋蔵文化財の調査等に関する事務と、出土遺物等の

記録整理及び報告書の作成に関する事務について、市町間での連携を図り、共同して管理

執行していくというものです。 

 具体的には、新たに御坊市で埋蔵文化財に関する専門的知識を有する人材、（学校文化

財専門職員）を会計年度任用職員として採用、この文化財専門職員が各市町での調査等に

関する事務を処理するというもの、その人件費や消耗品費等の必要経費については、７市

町が応分の負担をする仕組みです。 

 それでは、規約についてご説明させていただきます。 

 第１条は総則的な規定としての目的規定、第２条では協議会の名称を、第３条では関係

する市町を規定しています。 

 第４条、協議会が管理し、及び執行する埋蔵文化財の保存及び活用に関する事務とは、

主として文化財保護法第９３、９４条に基づく開発行為に伴う工事立会い、試掘確認調査、

本発掘調査及びこれらに伴う出土資料の記録整理と報告書の作成を言います。 

 続きまして、第５条から第９条まででございます。協議会の事務所は御坊市歴史民俗資

料館内に設置し、協議会は御坊市及び日高郡６町の教育長で組織され、それぞれ非常勤と

し、会長には御坊市教育長が就任します。 

 第１０条は、協議会の職員に関する規定、協議会の事務に従事する職員の定数や関係す

る市町間での配分については、それぞれ協議により決定され、その選任については、各市

町の教育長の推薦に基づき、会長である御坊市教育長が選任します。 

 第１１条での担任事務を円滑に処理するために必要な組織とは、各市町の文化財行政担

当課長や事務担当者による下部組織などが想定されます。 

 第１２条から第１４条までは、会長及び委員となる各市町の教育長が出席する協議会の
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会議に関する諸規定です。 

 第１５条、協議会の事務の管理及び執行に関してですが、基本的には、協議会は担任す

る事務を関係する市町の長や教育長の名において行うものであり、このことは関係する市

町の条例等の例規に基づいて行われます。よって、各市町における文化財に関する例規が

改廃された場合は、その都度協議会に通知しなければなりません。 

 第１６条は、経費の支弁の方法、協議会で管理・執行する担任事務の経費については、

関係する７市町で負担します。日高郡６町は御坊市に負担金を納め、担任事務に要した経

費は御坊市から支出されます。 

 第１７条は、財産に関する規定、担任事務の執行に必要とされる財産については協議会

で管理しますが、その取得や処分に関しては、関係する７市町が協議の上、それぞれが担

うこととなります。 

 第１８条は、その他の財務に関する事項を、第１９条では、解散の場合の措置を規定し、

最後に、第２０条として委任規定を設けています。 

 附則に関しましては、施行期日を令和５年４月１日としてございます。 

 補足といたしまして、本条例に関する資料をお手元に配付させていただいております。 

 以上、誠に簡単ではございますが、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。私の条文の読解力が足らないのか、ちょっと疑問点があるん

です、何点か。 

 まず、第４条で協議会は云々があって、要は決めた担任事務を管理し、執行する。要は

協議会が管理執行ですよね。協議会の構成はこの７市町であると。ということは、協議会

の仕事に関して、すべからずこの７市町が連帯しての責任というか、運営管理責任が生じ

るのではないでしょうか。その後を見ても例外規定がないので、具体的に申しますと、美

浜町としまして、例えば他の市町でのこういう発掘に係ることで不手際が生じると、何か

しら損害が生じると。そういうことになれば、協議会において管理執行するのであれば、

協議会が連帯して責任を負う話以外はないと思うのですが、そうなると美浜町も、その業

務に関して応分の負担なり、そういうことが起こってくると考えられるんですよね。そう

なると、一部事務組合と同じような扱いで、しっかりとした組織をして、例えば委員で出

るのも、組合議員的なもので議会議決を得て、それなりのものを持って、この協議会なり、

こういうことに参加するのが通常の流れだと思うんですが。 

 それと、なぜそこまで思うのかというところはもう一点。第１１条のところで「必要な

組織を設ける」と。この必要な組織さえあれば、何もわざわざその協議会を置いてする必

要はないのではないかと一般的に考えられるんじゃないんですかね。それと、７市町で会

計年度任用職員さんをお雇いになって、それの運用というか、それをこの第１１条に規定

するような組織さえあれば何も問題ないように思って、要は美浜町として、すみません、
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長くなって申し訳ないです。他の市町のことに関して何かトラブルあったときに、応分と

いうか、一般的には負わなくていい負担を負うような規定になっているやに思うんですが、

そのあたり、そうではないのであればそうではないと、もう少し説明をお願いしたい。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） この協議会の職員が埋蔵文化財に関して、現場の工事立会い

ですとか、試掘調査、それに付随する報告書の作成とかを行うわけでございます。 

 この新たに雇う会計年度任用職員は御坊市の職員でございます。この方が美浜町の発掘

調査に来られまして、それに基づいて報告書を作成して、県に上げていく。そういった流

れのときに、その行為は、これは美浜町の名において実行するというものでございます。

それが仮に第三者に不法行為を与えていろんな損害賠償という話になった場合は、美浜町

の行為として行われるべきものでありますので、当然美浜町が当事者になります。 

 逆を申しますと、他の近隣の町で行われる同種の内容につきまして、仮にそういう不法

云々の行為に基づいていろんな賠償の事象が発生する場合は、あくまでもそれはその近隣

の市町の名において実行されるべきものでございますので、美浜町として、その行為に関

して連帯して責任を負うというものは基本的にはないと考えてございます。 

 次に、ちょっとご質問から離れるかも分かりませんけれども、仮にその職員がその仕事

に関係なく、担任する事務に関係のない不法的な行為があった場合は、それは御坊市の職

員として処分されるべきものと認識してございます。基本的にはそう考えているところで

ございます。 

 しかしながら、では、協議会としてそういう埋蔵文化財に関する相手さんとの損害とい

う事象が発生した場合は、じゃ、協議会は全く関係ないのかということになりますと、や

はり協議会として今後改めていかなければならないこととか、反省、改善点という部分で

は、当然協議会において十分話し合われるべきことなのかなと推測しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。各市町の名においてやると、そこはよく分かるんですよね。

当然、その担当する市町ですので、そこで何かあればそこがメインになってすると。 

 ただ、でもこの第４条の規定があれば、この７市町はどう考えても７市町の諾成・双

務・有償契約ですので、明らかに連帯責任はあると思うんですよね。その辺は私も法解釈

のプロではありませんので、この第４条はそういうふうに考えられるのが通常だと思うの

で、例えば各市町の名において行うときは、他の市町においては、免責までいかずとも、

そんなふうな規定を考えるであるとか、やはり予測というか、当然にして我が美浜町が負

うべきではないような責任が負う可能性があるということは、大変住民に対して申し訳な

い話であると思いますので、今も答弁の後段のほうで、いろんなことがあればそれは見直

すような考えていかなきゃならないというような答弁をいただきましたので、そのあたり
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の十分にご配慮はされるということでよろしいんですね。 

 それと、現実的には第１１条にある、設けられるであろう組織で運営していくという理

解でよろしいのか、その辺だけお願いします。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） そういったケースにおきまして、免責といいますか、応分の

負担云々に関しましては、また協議会の場で私どもから改めて共通認識を持っていただけ

るよう、私どもからまた協議会の場において提言させていただきたいと思います。 

 それから、第１１条でございます。「担任事務を円滑に処理するために必要な組織を設

けることができる。」と。基本的には、協議会の会議は教育長さん方が寄って意思決定す

るという機関でございます。第１１条におきましては、実行部隊といいますか、今後協議

会を運営していくに当たりまして、細かい点であるとか、そういう部分については、まず

は担当課長もしくは担当職員レベルで話し合って積み上げていくと、そういう意味の規定

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） いいですか。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１号 御坊市及び日高郡６町埋

蔵文化財保護行政事務協議会の設置については、原案のとおり可決されました。 

 日程第２ 議案第２号 美浜町犯罪被害者等支援条例の制定についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 議案第２号 美浜町犯罪被害者等支援条例の制定について、

細部説明を申し上げます。 

 本条例の制定につきましては、犯罪被害者等の被害の軽減及び回復を図り、町民の誰も

が安全で安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与すべく、犯罪被害者等基本法

に基づく犯罪被害者等の支援に関する基本理念を定め、町、町民及び事業者の責務を明ら

かにし、また犯罪被害者等の支援の基本となる事項を定め、当該支援のための施策を総合

的に推進するため、本条例を制定するものでございます。 

 以下、条文に沿ってご説明申し上げます。 

 第１条は、本条例が規定する内容と制定の目的について定めています。 

 第２条の定義では、本条例の用語の意義を定めています。 
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 第３条は、犯罪被害者等の支援を行うに当たっては、その状況等に応じ適切かつ継続的

に行うこと、二次的被害の防止に配慮して行うことを基本理念と定めています。 

 第４条は、犯罪被害者等の支援が円滑に実施されるよう、関係機関等の連携協力を図る

ことを町の責務と定めています。 

 第５条は、地域社会における配慮など、町民及び事業者の役割を定めています。 

 第６条は、犯罪被害者等の相談に応じるとともに、情報提供や関係機関等との連絡調整

を行うことと定めています。 

 第７条は、犯罪被害者等への見舞金の支給について規則で定めることとしています。 

 第８条の安全の確保では、犯罪被害者等の安全を確保するための必要な措置について定

めています。 

 第９条では、町の犯罪被害者等支援に関わる町民等及び事業者の理解の増進を図ること

について定め、第１０条では、支援の制限として、本条例の犯罪被害者等の支援を行わな

い場合について定め、第１１条、委任では、本条例に定めている事項のほか、施行に必要

な事項は規則で定めることとしています。 

 附則についてでございますが、この条例は令和５年４月１日から施行することとし、見

舞金の支給は、この条例の施行の日以後に行われた犯罪行為による被害について適用する

ことといたします。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） ごめんなさい、喉があれなんですけれども、第１１条なんですけ

れども、規則で定めるという文言があるんですが、もちろん議決とかそんなんは要らない

とは思うんですけれども、規則ってどんなものがあるんですかね。どんな感じになってい

て、どんな犯罪がそうなるんですかという感じの質問なんですけれども、ごめんなさいね。 

○議長（谷重幸君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） この条例が承認されれば、この条例の施行規則というのを定

めることとしております。その規則においては、用語の意義、例えばどういった犯罪行為

が対象になるのかということ、また見舞金の種類について、具体的に言えば、遺族見舞金

としまして、犯罪行為により町民が死亡した場合、３００千円を給付すると。それと障害

見舞金としては、犯罪行為で町民が重症病を負った場合には１００千円を給付すると、そ

れぞれ規定することにしております。あとは遺族の範囲であったり、見舞金を支給しない

場合、例えば犯罪の被害者が暴力団関係者であったりとか、加害者と被害者の関係性につ

いて親族関係があったりとかといった場合は、見舞金を支給しないというふうなことを定

めております。あとは見舞金の申請について、また申請の期限についてなどをそれぞれ規

定しております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 
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○９番（谷進介君） ９番。今のにもちろん関連しての話ですけれども、規則はもう決ま

っているんですよね。これが成立して、すぐその後の犯罪に払うということがあれば、議

案が送達されてもう二、三日で成立しますので、その後すぐだともう今、すべからず全て

決まっていないと、その翌日のには対応できないような話になりますので、そこは、成立

後は我々にも、今示せというのは無理でしょうけれども、そういうことができるわけかと

いうことと、それと、今最後のほうで、第１１条のことと同じ意味合いだと思うんですけ

れども、答弁の中で、支給しないような条件の中で親族云々とありましたが、そこは、規

則も見ていないのであれですけれども、親族関係だとすべからず駄目なんですか。それは、

でも親子関係であるとか、そういうようなところになると、親族で一くくりしちゃうとい

うのは、何かちょっと乱暴に今思って、せっかく、これは国に基本法ってありますよね。

それからのあれで、もちろん住民の方にこういうことをするのに何のあれもないんですが、

もう少ししっかり煮詰めているのか、そこあたりだけ、もうちょっとしっかり答弁いただ

きたいですが。 

○議長（谷重幸君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） まず、規則については、先ほども申しましたとおり、条例が

承認された後に速やかに作成しますので、ご提示することは可能です。 

 それと、親族関係についてなんですけれども、これについては見舞金を支給しない場合

として、具体的に申しますと、犯罪行為が行われたときにおいて犯罪被害者等と加害者と

の間に親族関係がある場合については見舞金を支給しないということで、このことについ

ては、親族関係の間柄について親密であることで、そういった親密性の中での犯罪につい

ては、特に刑法的には、近しい間柄についてはその対象とは認めにくいということから、

そういうことを定めております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 規則の制定はよく、またお示しいただけたらと思いますが、ただ、

親族の場合は、支援なり支給しないことがあるという規定のほうがよろしいんではないん

ですかね、一般的に。とにかく親族という一くくりで、先ほど親密云々といえば、昔はあ

りました刑法で尊属殺人とか卑属殺人、これはもう否定されておりますよね。法の下の平

等でありますので、そういう親密な云々というのは、今は刑法にはないと思いますが、ま

た、民法のほうで親子関係で損害賠償責任は発生しないとか、その辺はあろうとは思いま

すが、親族というくくりではちょっと違うように考えるのが一般的ではありますので、親

族関係がある場合は支給しない場合があるという規定のほうが妥当性があるやに一般的に

は解されますが、いかがですか。 

○議長（谷重幸君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） あと、先ほどちょっと説明をしていなかったんですが、見舞

金を支給しない場合の条文の後半には、親族関係が破綻していたと認められる場合はそこ
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の限りではないというふうな定めもありますので、そういったことで対応はできるかと思

います。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） この条例化した経緯について、というのは、今年の１月だった

か、保護司会でたまたまこの犯罪被害者支援についてという定例の研修会があったんです。

そのときに、保護司というのは犯罪を犯した人の立ち直りを支援するわけやけれども、犯

罪被害者に対するやっぱり支援も大事だということで、どういうことができるかというこ

とでいろいろ研修を受けたんですけれども、その資料の中に、県下の条例を制定している

現況について資料があったんです。その中で、もちろん県も条例化しているんですけれど

も、３分の２近く、５分の３ぐらいが条例化しているんですけれども、その中で見たら美

浜町の名前がなかったんですね。よく見たら日高郡の名前がなかった、ほぼね。これ、僕

は、いいことやから、どうして日高郡全体にそういう条例化されてないんかなという、な

ぜかなと思っていたんです。 

 その矢先、今回こういう条例が制定されたので、いいことだと思うんですけれども、何

かやっぱり郡の町村会あたりで何かそういう呼びかけがあったんかどうか、美浜町は今回

独自でされたのかということをお願いします。 

○議長（谷重幸君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） この条例の制定につきましては、まず、和歌山県におきまし

ては、和歌山県犯罪被害者等支援条例というのを先に策定されております。全国的におい

ては、昨年の４月時点ではありますが、４３都道府県が制定しておるところです。 

 また、和歌山県内のこの条例の制定については、４月の時点では３０市町村のうち１２

市町村が制定済みということで、ただ、その中には日高郡内の市町はありませんでした。 

 今年度、今回の３月に美浜町が条例を制定させていただいたんですが、ほかにも日高川

町、由良町、印南町が同時に条例を制定することとなっております。 

 制定につきましても、和歌山県からの条例の制定についての働きかけ、また弁護士会か

らの要望も一部あったことも付け加えさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。もう一点思い出したので。別に先の審議をするわけではない

んですが、当然新しい規定があると、この間の勉強会でもありましたが、その予算措置が

されているのかという観点で見なきゃいけませんので、たしかこれは３００千の計上しか

ないやに思うんですが、先ほど具体的な見舞金額を少しお示しいただきましたが、年間ど

れぐらい見積もるというのも乱暴な聞き方かも分かりませんが、やはり気にはなるところ

ではありますので、５年度予算に計上されている額と、先ほど申された支給額とでは少し

何か違和感があるんですが、そのあたりはいかがなんでしょうか。 
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○議長（谷重幸君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） まず、見舞金の予算措置につきましては、まずは新年度予算

で、遺族見舞金の１件３００千分を予算計上させていただいております。 

 和歌山県も先に条例制定しておりまして、県においては給付金制度はなく、貸付制度と

いうことで、対象は同じとしてしておるところなんですが、県のほうに聞きますと、まだ

その条例措置以降実績がないということで、今回の本条例後の予算につきましても、まず

は１件分の予算措置としてさせていただいております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２号 美浜町犯罪被害者等支援

条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 日程第３ 議案第３号 美浜町子ども・子育て会議条例の制定についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 議案第３号 美浜町子ども・子育て会議条例の制定について、

細部説明を申し上げます。 

 令和５年度より第３期美浜町子ども・子育て支援事業計画の策定に着手するに当たり、

子ども・子育て支援法第７７条に規定する審議会その他合議制の機関として、美浜町子ど

も・子育て会議を設置いたしたく、本条例を制定するものでございます。 

 なお、令和５年４月１日施行の法改正により、第７７条は同日以降第７２条に繰上げさ

れることから、本条例案の条文中においては第７２条として規定しています。 

 第１条は総則的な規定としての設置規定、第２条では会議が所掌する事務の根拠を示し

ています。 

 子ども・子育て支援法により、市町村への設置が努力義務として規定されていることか

ら、条例に基づく附属機関として子ども・子育て会議を設置します。この会議は、子ど

も・子育て支援事業計画の策定や認定こども園、保育所などにおける利用定員の設定等に

際し、保護者の方や子育て支援事業に携わる方などの意見を聞くための会議です。 

 第３条、委員は１５名以内、その構成については第２項に規定し、第１号委員として子

どもの保護者、次に子ども・子育て支援に関する事業に従事する者、第３号委員は子ど

も・子育て支援に関し識見を有する者、これらの方々を中心に組織し、その他町長が必要

と認める者を第４号委員としています。 
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 第４条にて、委員の任期を２年とし、第５条から第７条までは、会長及び副会長の互選

制や会議の成立と議決の要件、委員等の守秘義務など、会議に関する諸規定、最後に第８

条として委任規定を設けています。 

 附則に関しましては、第２項の規定により、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例を改正し、別表中に子ども・子育て会議委員の追加、他の附属機関の

委員と同額にて報酬額を定めるもの、本則・附則ともに令和５年４月１日からの施行とし

ています。 

 補足といたしまして、本条例に関する資料をお手元に配付させていただいております。 

 以上、誠に簡単ではございますが、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） 別紙のほうで、第１０条の改正というところで、第１条の美浜町

家庭的、これ、まだいうてない。次か。ごめんなさいね。すみません。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。単純な疑問です。まず、何か会議の割に人数が多いようで、

なぜ１５人以内ですのであれですけれども、やはり１５人までいっちゃうのか。また、人

数の決定はどのような経緯なのか。 

 それと、この中の第４号で「その他町長が必要と認める者」、よくある文言ですけれど

も、このところに何か具体的なガイドラインというか、そういうものがあるのかないのか。

２点、お願いします。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） まず、委員の人数でございます。当然、第１期、第２期と支

援事業計画が策定されていました。そのときは要綱にてこの会議を設けられていたという

経緯がございます。その当時は１５名以内という要綱でございました。１つはその点。そ

れから近隣の状況を見てみますと、例えば日高郡内では、印南、みなべ町については１５

名、日高町は１２名、日高川町は２０名、御坊市さんは１０名、その他県下でも１５名と

設定しておるところの自治体もございます。県下の状況を見ますと、２０名から１５名以

内で設定されているという状況でございます。 

 具体的な委員の構成ですけれども、例えばひまわりこども園ですとか、こじかさんです

とか、松小、和田小さんの保護者会の方。従事されている方等につきましては、例えばひ

まわりこども園の園長先生、こじか園の代表の方、小学校の代表の方、学童さんの指導員

さん。３号委員といたしまして、識見ということでいきますと、民生・児童委員の方から

数名。その方に加えまして、例えば小児科のお医者さんでありますとか、児童発達支援セ

ンターに従事されている関係の方とか、このような方を上げていきますと１５名程度には

なるんではないのかというところも踏まえまして、最終決定は１５名とさせていただいた

ところでございます。 
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 以上です。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第３号 美浜町子ども・子育て会

議条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 日程第４ 議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） 議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、細部説明を申し上げます。 

 お手元にお配りしています新旧対照表についてもご参照ください。 

 今回の改正は、本条例別表中の農業委員会会長、農業委員会委員、農地利用最適化推進

委員の基本額に加え、新たにそれぞれに加算報酬を追加するものでございます。 

 農業委員会等に関する法律が改正され、農地利用の最適化の推進に関する事務が農業委

員会の必須事務に位置づけられました。農地利用の最適化、具体的には担い手への農地集

積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入者の促進など、農業委員会の業務に加

わることになります。 

 そういった活動に対して、国の農地利用最適化交付金を活用し、従来の報酬に加え、活

動実績に応じ加算報酬を支給することができるよう、本条例を改正するものでございます。 

 附則としまして、この条例は公布の日から施行し、令和４年４月１日から適用します。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 単純な質問です。この一覧表的なものの中に、加算方式のところで、

町長が別に定める額、どこにどのように定めているのですか。 

○議長（谷重幸君） 農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） お答えいたします。 

 この条例のほかに、農業委員会等最適化報酬規則というのを定める予定になっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 



令和５年美浜町議会第１回定例会（第４日） 

 

 

 
112 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第４号 特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可

決されました。 

 日程第５ 議案第５号 教育施設使用条例の一部を改正する条例についてを議題としま

す。 

 本件について細部説明を求めます。教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 議案第５号 教育施設使用条例の一部を改正する条例につい

て、細部説明を申し上げます。 

 お手元にお配りしています新旧対照表についてもご参照ください。 

 今回の改正は、小学校屋内運動場の使用料について、その額を改めるもの及び松洋中学

校屋内運動場冷暖房設備の使用料について、新しく別表を設け、その額を定めるものでご

ざいます。 

 両小学校の屋内運動場の使用料に関する規定のうち、社会スポーツに使用する場合の額

について、昼間の午前と午後及び夜間においては５５０円から１，１００円に、昼間の１

日においては１，１００円から２，２００円に、それぞれ使用料の徴収実態に即した形で

の額に改めるものでございます。 

 次に、松洋中学校屋内運動場に新設されます冷暖房設備の使用料につきましては、この

設備で消費される電力量に対し、直近での電力量料金や燃料費調整額、再エネ発電促進

賦課金の単価、それぞれを乗じて得た額の合計額を基礎に、アリーナでは１時間につき

２，５００円と、卓球場では同じく５００円と使用料の額を設定いたしました。 

 この使用料は、部活動を含む学校教育以外の目的での活動等において、冷暖房設備を使

用する場合にご負担いただくものでございます。 

 附則に関しましては、松洋中学校屋内運動場冷暖房設備の使用料に関する改正規定は令

和５年４月１日から、小学校屋内運動場の使用料に関する改正規定については公布の日か

らの施行としています。 

 補足といたしまして、本条例改正に関する資料をお手元に配付させていただいておりま

す。 

 以上、誠に簡単ではございますが、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。６番、碓井議員。 

○６番（碓井啓介君） 予備知識がないのでちょっとお伺いしたいんですけれども、小学
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校屋内運動場のところで、社会スポーツに使用の場合って、社会スポーツとはどういうこ

とを言うのですか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 条例にて、社会スポーツに使用する場合として表現されてい

るところでございます。例えば、大人の方がバレーボールを目的として体育館を使用され

る場合ですとか、そういう類いのものでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ６番、碓井議員。 

○６番（碓井啓介君） 夜間５，５００円、社会スポーツ使用の場合５５０円。これ、

１０倍ほど違いますよね。この５，５００円を払わないかんというのは、スポーツ以外で

の使用という形になるんでしょうか。夜間５，５００円と。そうです、新旧対照表。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） すみません、新旧対照表４ページでございます。 

 それぞれ改正案、右側の現行案におきまして、昼間３，３００円、ただし照明使用の場

合は５，５００円と、従来からそのように規定されているところでございます。 

 なお、今回の改正につきましては、社会スポーツに使用する場合を５５０円から１，１００

円、もしくは１，１００円から２，２００円というふうに改定するものでございます。今

回の改正につきましては、あくまでも社会スポーツに使用の場合の料金ということで、考

えていただければと思います。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ６番、碓井議員。 

○６番（碓井啓介君） 伝わっていないのかも分かりませんけれども、社会スポーツ、今

回改正で１，１００円になりますよね。その上に夜間５，５００円となっていますよね。

この５，５００円かかるというのは、どういう目的の使用のときにかかるんでしょうか。 

○議長（谷重幸君） 中央公民館長。 

○中央公民館長兼図書館長（中村厚美君） お答えいたします。 

 スポーツ以外のイベントごとに使用する場合になります。 

○議長（谷重幸君） ７番、繁田議員。 

○７番（繁田拓治君） ちょっと以前から気になっておったんですけれども、もともとこ

の改正する基の、その理由というのかな、そこら辺を分かりましたら説明願えますか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） この小学校屋内運動場の金額を徴収実態に即した形での額に

改めると、先ほどご説明させていただきました。 

 私ども、今回松洋中学校の冷暖房の空調設備の関係でこの本条例の改正を進めてきた中

で、小学校の屋内運動場におきましては、実際徴収している金額がこの改正後の金額を徴

収していたというところでございます。遡ること、平成２６年まで調べてみたんですけれ
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ども、平成２６年からこの改正後の金額で徴収していたという実態がございました。この

たび、その徴収実態に即した形に条例を改めさせていただきたいというものでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、繁田議員。 

○７番（繁田拓治君） そうしたら、これは町の公共施設の貸出しですので、例えば中央

公民館であるとか、それからほかの施設の貸出しの料金、無料のところもありますわね。

そういったところとの整合性というんかな、何でこの分だけ取るんかなという、前々から

ちょっと気になっておったことなんですけれども、無料のところもありますんで、同じ町

の税金を使って建てた施設でありますので、そこら辺、なぜかなと思います。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 例えば中学校の体育館、学校のグラウンド等々につきまして

は、使用料はこの条例に基づいた金額でご負担していただいているところでございます。

その団体によって、７５％なり５０％の減免措置をして、ご負担いただいているというと

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、繁田議員。 

○７番（繁田拓治君） かなり高額に上がって、値段の値上がり率が高いと思うんですよ。

これは町民も町外の人も同じ金額ですか。町民はちょっと幾らとか値下げするとか、そこ

ら辺のそういう考えはないんですかね。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 小学校の屋内運動場の金額につきましては、今回上げさせて

いただいたというよりも、徴収していた金額に条例を合わすというものでございますので、

その辺、申し訳ございませんが理解していただければと思います。 

 各種スポーツの団体がございます。それぞれ、先ほども申し上げましたけれども、

７５％ないしは５０％というふうに、段階的に減免措置はちゃんと設けさせていただいて

いるところでございます。なので、最大ここに記載している金額の５０％の額を頂いてと

いうところでございます。 

○議長（谷重幸君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） すみません、今の、ちょっと私が聞き漏らしたのかもしれません

けれども、突然倍額にされた根拠がちょっと分からないんです。 

 それと、今のご質問があったことに対するお答えで、町外の方が使った場合はどうなん

ですかというふうに多分聞かれたのではないかなと思ったんですけれども、それに対する

お答えではなかったように思いますので、再度質問させていただきます。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 倍額にした根拠、倍にしたというものではございません。そ

もそもその金額を徴収していたということなんです。例規がその金額をちゃんと記載され
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ていなかったということで、例規を改めるというもので、値上げというものではございま

せん。 

 ここに今回記載させていただいております町外の方については、１００％ご負担というこ

となので、午前の場合は１，１００円、午後の場合は１，１００円、１日ですと２，２００

円というものでございます。町民の方になると、そこから７５％の金額ないしは５０％の

金額というふうに、段階的に減じた金額を頂いているというものでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。 

 再開は１０時１０分です。 

午前九時五十三分休憩 

   ―――・――― 

午前十時一〇分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 教育長。 

○教育長（塩﨑善彦君） 先ほどのご質問にお答えしたいというふうに思います。 

 この改正につきましては、繰り返しになりますけれども、現状に合わせてということで

ご理解いただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。１点だけ。もちろん、要は最初の料金の改正でアリーナであ

るとか卓球場、直近の電気料金云々と言われて、電気料金すごく気になっているところで、

今の２割高いのをしたのか、それともまた違うのか、いずれにしても条例で料金を決めな

ければならないというのは理解しているんですけれど、その辺どうなんですか。今の高い

料金で計算しているのか、そうするとまた何かの具合で条例改正しなければならないのか、

その辺もどかしいところはあるんですが、その辺いかがですか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 本当に電気料金というのはもう目まぐるしく変わるというか、

ちょっと先行き不透明なという部分が非常に多いと私自身認識してございます。お手元に

配付させていただいているこの算出の資料なんですけれども、右側の電気料金の単価につ

きましては、まず電力量料金の夏季の単価ということで２０２３年２月現在では１３．９４

円、それから次に燃料費調整額の単価を１０．７３円に設定させていただいています。こ

れは直近といいますか、たしか２月だったんですか、２月の単価だったと思います。３月

は若干落ちています。はい。若干落ちています。再エネの単価については、これはもう４

月まで固定ということなので３．４５円というような形で、その数字を用いて積算させて

いただいています。 

 今後、著しくこれらの単価が上がるようなことになれば、当然、増額の条例改正という

のも一つの選択肢と思います。逆に、著しく単価が下がって元のさやに電気の料金が戻る
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ということになれば減額という形での改正というのも十分あり得る話でございます。いず

れにおきましても、ご使用いただいた分についてお支払いいただくというような観点から

制度設計させていただいたというところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第５号 教育施設使用条例の一部

を改正する条例については原案のとおり可決されました。 

 日程第６ 議案第６号 美浜町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例等の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 議案第６号 美浜町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例等の一部を改正する条例について、細部説明を申し上げます。 

 お手元にお配りしています新旧対照表についてもご参照ください。 

 今回の改正は、令和５年４月からのこども家庭庁の発足、親権者による子どもへの懲戒

権に関する民法改正、園児送迎用バスでの痛ましい事故、その再発防止やインクルーシブ

保育の推進などの事柄に関連し、各種法律・府令省令の改正が一括して行われています。 

 このことより、関係する当町条例中において所要の改正を行うものでございます。 

 第１条として、美浜町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部改正でございます。 

 家庭的保育事業等とは、地域型保育事業として分類される、家庭的保育事業・小規模保

育事業・居宅訪問型保育事業・事業所内保育事業をいいます。 

 児童福祉法第３４条の１５により国、都道府県、市町村以外の者については、市町村長

が認可し、これらの設備及び運営に関する基準については、同法第３４条の１６で「市町

村は、国の定める基準に従い、又は参酌し、条例で定めなければならない」とされている

ことから、関係する法律や省令等の改正に準拠した条例改正を行います。 

 第７条の２の追加は、利用乳幼児の安全確保の推進として、安全計画の策定等を義務化

するもの、第７条の３の追加は、利用乳幼児の通所や事業所外活動等のために自動車を運

行する場合は、乗降者時の際、点呼等による利用乳幼児の所在確認を義務化し、加えて、

送迎用の自動車を日常的に運行する場合は、ブザーその他車内の利用乳幼児の見落としを

防止する装置の装備を義務づけるとともに、この装置を用いた降車時の所在確認までも義
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務化するものでございます。 

 第１０条の改正は、家庭的保育事業所等と他の社会福祉施設との一体的な支援（インク

ルーシブ保育）を推進するため、その併設の際、保育に支障のない場合に限り、特有の設

備及び専従の職員の共用・兼務を可能とするものでございます。 

 第１３条の削除につきましては、民法及び児童福祉法の改正により、親権者の子に対す

る懲戒権や、児童福祉施設長の入所児童に対する懲戒権に関する規定が削除、省令におい

ても、その濫用禁止に関する規定が削除されたため、条例中より同様に、懲戒に係る権限

の濫用禁止に関する規定を削除するものでございます。 

 第１４条の改正は、努力義務としている、感染症及び食中毒の予防・まん延防止に関す

る必要な措置の内容について、職員に対する研修や訓練の定期的な実施と明確化するもの

でございます。 

 第２５条は、主務大臣の変更、「厚生労働大臣」から「内閣総理大臣」に改めるもので

す。 

 続きまして、第２条、美浜町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部改正でございます。 

 特定教育・保育施設とは、施設型給付費の支給対象施設として確認された教育・保育施

設（認定こども園や幼稚園、保育所）をいい、特定地域型保育事業とは、地域型保育給付

費の支給対象事業として確認された地域型保育事業（家庭的保育事業・小規模保育事業・

居宅訪問型保育事業・事業所内保育事業）をいいます。 

 子ども・子育て支援法第３１条及び第４３条により、それぞれの給付費の対象確認につ

いては市町村長が行い、これらの運営に関する基準については、同法第３４条及び第４６

条で、市町村は、国の定める基準に従い、または参酌し、条例で定めるものとするとされ

ていることから、関係する法律や省令等の改正に準拠した条例改正を行います。 

 まず、第４条や第６条をはじめ第５２条に至るまで、子ども・子育て支援法第１９条を

引用している箇所の改正についてでございます。 

 同法の改正により、厚生労働省からこども家庭庁に移管される事務については、移管後

は、厚生労働大臣との協議が不要となることから、その協議に関する規定である同法第

１９条第２項が削られ、第１９条自体が２項立てから１項立ての条文となることによるも

のです。 

 第１５条第１項第３号につきましても、法律の引用箇所の改正、学校教育法の改正によ

り、幼稚園教育要領と保育所保育指針との整合性の確保するため、文部科学大臣と内閣総

理大臣との総合協議が義務化されることから、同法第２５条にその協議規定として第２項

と第３項が新設され、第２５条自体が１項立てから３項立ての条文となることによるもの

です。 

 第１５条第１項第４号及び第４４条は、主務大臣の変更、「厚生労働大臣」から「内閣

総理大臣」に改めるものです。 
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 第２６条の削除につきましては、先ほどご説明させていただきました懲戒権に関する法

改正等によるもの、条例中より、懲戒に係る権限の濫用禁止規定を削除するものでござい

ます。 

 第３条は、美浜町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正でございます。 

 放課後児童健全育成事業を実施するには、児童福祉法第３４条の８により国・都道府

県・市町村以外の者については、市町村長への届出が必要、その設備及び運営に関する基

準については、同法第３４条の８の２で「市町村は、国の定める基準を参酌し、条例で定

めなければならない」とされていることから、関係する法律や省令等の改正に準拠した条

例改正を行います。 

 第６条の２を追加し、「安全計画の策定等」を、第６条の３を追加し、放課後児童健全

育成事業者においても、諸活動等のための自動車の運行では、乗降者時の際の点呼等によ

る所在確認を、それぞれ、家庭的保育事業者等と同様に義務づけるものでございます。 

 第１２条の２の追加は、非常災害等の発生時における業務継続計画の策定等を努力義務

とするもの、第１３条の改正につきましては、先ほどの家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正と同様、努力義務としている感染症及び食中毒の予

防・蔓延防止に関する必要な措置の内容について、「職員に対する研修や訓練の定期的な

実施」と明確化するものでございます。 

 第４条の美浜町立ひまわりこども園条例の一部改正につきましては、先ほどと同様、子

ども・子育て支援法の第１９条を引用している箇所を改めるものでございます。 

 最後に、附則について、ご説明させていただきます。 

 第１項の施行期日につきましては、関係する法改正等の施行期日と同日の令和５年４月

１日としますが、一部、懲戒権限の濫用禁止規定の削除に関する改正規定（改正後の第１

条中第１３条の削除及び改正後の第２条中第２６条の削除）については、既に、民法や児

童福祉法、府令省令の一部改正が令和４年１２月１６日より施行されていることから、公

布の日としています。 

 第２項は、第１条の美浜町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正に関する経過措置として、ブザーその他の車内の利用乳幼児の見落としを防止

する装置を備えること、及びこれを用いることにつき困難な事情がある場合は、令和６年

３月３１日までの間、当該自動車へのブザー等の装備は猶予されますが、この間において

も、その装置の装備に代わる措置を講じて所在確認を行わなければならないというもの、

第３項は、第３条の美浜町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正における安全計画の策定等については、令和６年３月３１日までの間、義

務ではなく努力義務とする経過措置を設けるものでございます。 

 補足といたしまして、本条例改正に関する資料をお手元に配付させていただいておりま

す。 
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 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） 先ほどは失礼しました。第１条、美浜町家庭的保育事業等という

ところ、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正のところの第１０条の改正な

んですが、これはインクルーシブ保育、特に大変な保育だと思うんですけれども、例えば

もうその家庭的保育事業の中の居宅型みたいになってくるとなかなか少数人数ではできな

いですけれども、ほかの６人から１９人も含めてこういうのというのは現実的にあり得る

んでしょうか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） まず、今回の第１条の家庭的保育事業等に関する条例の改正

でございます。正直申し上げまして、家庭的保育事業、この資料の第１条の青い箇所にち

ょっと表で表記させていただいております。町内にはちょっと存在しておりませんので、

実情としては存じ上げないということになろうかと思います。 

 今回のこのインクルーシブ保育でございます。例えば、保育所なり、そういう事業者さ

んと社会福祉施設を併設していると。その際、国の基準では保育室とか職員については共

用、兼務はできませんよと。あくまでも、併設しているにおいても保育室は別々に設けな

さいよと、そこに別々で保育しなさいよというようなものでございました。それをもう一

体的に保育室を例えば保育所の保育室へ、もうそういう支援を要する子どもさんを一緒に

入れてみんなで保育していいですよと。当然、それぞれの職員さんも同じ関わっていいで

すよということで、簡単に言いますと、保育室の共用ですとか職員さんの兼務ですとかと

いうのが認められる、いわゆる緩和されたというところでございます。ただ、実情につい

てはちょっと私存じ上げないというところでご理解いただければと思います。どうもすみ

ません。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第６号 美浜町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例については、原案のと

おり可決されました。 

 日程第７ 議案第７号 美浜町赤ちゃん誕生祝金支給条例の一部を改正する条例につい

てを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。住民課長。 
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○住民課長（中西幸生君） 美浜町赤ちゃん誕生祝金支給条例の一部を改正する条例につ

いて細部説明を申し上げます。 

 お手元にお配りしております新旧対照表についてもご参照ください。 

 今回の改正は、第３条の受給資格で定めております、現に町内に居住していることの規

定の削除をお願いするものでございます。 

 現行の条例では、受給資格としまして、新生児の養育者は、新生児の出生前から本町の

住民基本台帳に３か月以上登録され、現に町内に居住していることと定めております。 

 令和元年７月より条例に基づき施行している中で、受給対象者であります新生児の養育

者は、婚姻前から、新生児の出生時においても本町に住民登録されておられ、本町に居住

される予定でありましたが、住宅事情によりまして住居を確保することができなく、祝金

を受給できなかったことがあります。このように、住民登録をされ、本来であれば本町に

居住される方がご家庭や職場、住居などの諸事情によって居住できないことがありますが、

本町に住民登録をされておりますので、本町に居住はされていないが祝金の受給資格であ

ります住民基本台帳に３か月以上登録されておられる養育者に祝金を支給させていただき

たく、改正をお願いするものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行いたします。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。これは条例ができたときに聞いておくべきだった話かも分か

りませんが、極めてレアなケースを少し聞きたいです。今回の改正については、それはそ

うだろうと思います。ただ、その第３条で新生児の養育者というか、前に説明は聞いたん

でしょうけれどもあまり頭に残ってはないので、仮にというか、確認の質問はよくないと

は言われるんですが、例えば新生児が誕生して２週間以内に届けます、もちろんその前に

養育者が３か月基本台帳に登録というこの条件は充足した上で、例えば出生届の後に何ら

かの事情で、いわゆる養育者は一般的にはご両親が多いでしょうが、ご両親に事情があっ

て片方の方だけと新生児が転居したと。だから、養育者としては残っている方のほうが養

育者になるのか扶養者になるのか、監護者とか、その辺ちょっとそのいろいろ戸籍上の名

前は僕よく分からないんですけれども、養育者と思われる方が美浜町に残っているけれど

ももう新生児の方は住民票を持って転居しちゃっていると、そういう場合でもこれは支給

されるんですよね。 

○議長（谷重幸君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） ちょっと確認させていただきたいんですけれども、養育者が

町内におられる、だけど子どもさんが転居された、それは申請後の話ですよね。なれば、

申請時においては美浜町にまだおったということなんで支給させていただきます。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 聞いたら、その第８条の規定のところの１項、本町の住民台帳に登
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録されなかったときとその申請するまでですよね。今はだから出生届のときに、はいこれ

もって紙出しているから申請は滞りがないということでこの条件には当てはまらないとい

う理解でいいんですか、ですよね。 

○議長（谷重幸君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） おっしゃられるとおり、申請時においてはまだ町内におると

いうことなんで、住民基本台帳に登録されておりますので支給対象となります。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第７号 美浜町赤ちゃん誕生祝金

支給条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 日程第８ 議案第８号 美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。 

 本件について細部説明を求めます。子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 議案第８号 美浜町国民健康保険条例の一部を改

正する条例について、細部説明を申し上げます。 

 お手元の新旧対照表もご参照ください。 

 今回の改正は、社会保障審議会医療保険部会において、出産育児一時金等の支給額を全

国一律で５００千円に引き上げるべきと決定されました。 

 これを踏まえ、健康保険法施行令等の一部を改正する政令が、令和５年２月１日に公布

されたことに伴い、国民健康保険における出産育児一時金について、「４０８千円」から

「４８８千円」に改正するものでございます。 

 附則として、この条例は令和５年４月１日から施行いたします。 

 経過措置として、施行日前に出産した被保険者に係る出産育児一時金の額については、

従前の例によるものでございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） この４８８千円というのは、もちろん算出方法はあるんでしょう

けれども、位置づけとして、美浜町なんかは和歌山県で見たらどんなものなんですか、全

部一律ですか、これは。 

○議長（谷重幸君） 子育て健康推進課長。 
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○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 出産育児一時金につきましては、４８８千円は全

国一律でございます。それと、今５００千円支払うというのは、１２千円は産科医療補償

制度の掛金となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第８号 美浜町国民健康保険条例

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 日程第９ 議案第９号 美浜町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 議案第９号 美浜町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一

部を改正する条例について、細部説明を申し上げます。 

 お手元にお配りしております新旧対表についてもご参照ください。 

 今回の改正は、第９条関係の別表第２、し尿処理手数料の改正でございます。 

 過去における改正につきましては、９年前の平成２６年に、諸物価の高騰により収集経

費がかさんでいることや消費増税分３％を含め２５円値上げし、その後は令和元年に消費

税１０％対応としまして、１８ℓ当たり税込み２３０円に改正しております。 

 今回の改正に至る要因につきましては、業務人員の確保が困難なことによる人件費の上

昇や業務車両価格の上昇、エネルギー価格の上昇による諸物価の高騰が要因でありまして、

基本料金を１８ℓ当たり税込み「現行の２３０円」から「２５３円」に改正をお願いする

ものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は令和５年４月１日から施行いたします。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 
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 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第９号 美浜町廃棄物の処理及び

清掃に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 日程第１０ 議案第１０号 令和４年度美浜町一般会計補正予算（第８号）についてを

議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 議案第１０号 令和４年度美浜町一般会計補正予算（第８

号）について、細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ４億８８，４６２千円を追加し、

補正後の総額を５３億５７，１４１千円とするものでございます。 

 補正の内容でございますが、入札差額や実績見込みが大半でございまして、これらの不

用額とまだ予算化していない普通交付税や前年度繰越金など、併せて財政調整基金へ３億

４０，０００千円を積立てすることが、主なものでございます。 

 ４ページ、第２表は繰越明許費でございます。 

 その内訳として、農林水産業費では、三尾海藻倉庫新築事業１，９７６千円の繰越し、

土木費は、道路新設改良事業５，６８３千円、交通安全対策事業１，０００千円、町営住

宅和田団地屋根外壁改修事業３３，１１５千円の繰越し、消防費は、上田井地区津波避難

施設整備事業１８，２１６千円の繰越しで、令和５年度への繰越件数は５件でございます。 

 ５ページ、第３表 債務負担行為補正は、煙樹海岸キャンプ場管理業務の廃止でござい

ます。 

 それでは、歳入からご説明申し上げます。 

 ９ページ、地方交付税、普通交付税３億１４，１７７千円の追加は、財源調整や財政調

整基金、教育施設整備基金等へ積立てを行うものでございます。 

 分担金及び負担金、負担金、民生費負担金１，６４０千円の減額は、実績見込みによる

ものでございます。 

 教育費負担金９０４千円の増額は、こども園費負担金の追加と学校給食費負担金の減額

は実績見込みによる減額でございます。 

 使用料及び手数料、使用料、教育使用料１３０千円の減額は、実績見込みによるもの、

商工使用料１３００千円の減額は、コロナ禍によりキャンプ場を閉鎖したことによる皆減

でございます。 

 １１ページ、国庫支出金、国庫負担金、民生費国庫負担金３，４８７千円の減額は、障

害者医療費負担金は８００千円の減額、障害者自立支援給付費等負担金１，０００千円の

追加はそれぞれ実績見込みによるものでございます。児童手当負担金２，６２７千円、子

どものための教育・保育給付費国庫負担金５１７千円、子育てのための施設等利用給付交

付金５４３千円の減額は、実績見込みによるものでございます。 
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 国庫補助金、土木費国庫補助金８，４９８千円の減額は、実績見込みなどによる道路交

通安全対策事業、住宅耐震化促進事業の減額でございます。 

 教育費国庫補助金１１１千円の減額、民生費国庫補助金５６７千円の減額は実績見込み

によるものでございます。 

 総務費国庫補助金１１，５６３千円の減額は実績見込みによるもので、社会保障・税番

号制度システム整備費補助金２３千円の減額は、マイナンバー制度の導入に係る戸籍シ

ステム改修実績によるもの。住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事務費補助金

７，１３０千円の減額は、事業の確定によるものでございます。 

 衛生費国庫補助金３，６２０千円の追加は、出産・子育て応援交付金の県補助金から国

庫補助金への振替分でございます。 

 消防費国庫補助金１，５００千円の減額は、上田井地区津波避難場所整備事業補助金で

ございます。 

 国庫委託金、総務費国庫委託金５９５千円の減額は、参議院議員選挙委託金の確定によ

るものでございます。 

 県支出金、県負担金、民生費県負担金１，４８７千円の減額は、実績見込みによる障害

者自立支援給付費等負担金５００千円の追加、児童手当負担金８０２千円、子どものため

の教育・保育給付費県費負担金５１４千円、子育てのための施設等利用給付交付金２７１

千円の減額は、実績見込みによるものでございます。 

 県補助金、総務費県補助金１，２４９千円の減額は、実績がございませんでした和歌山

県移住支援事業補助金の皆減と、新型コロナウイルス感染症対策費補助金の減額でござい

ます。 

 民生費県補助金３，７１４千円の減額は、ひとり親家庭医療費補助金３００千円、乳幼

児医療費補助金６００千円、紀州っ子いっぱいサポート事業補助金５４千円、在宅育児支

援事業費補助金８８５千円の減額は、いずれも実績見込みによるものでございます。 

 衛生費県補助金３，６２０千円の減額は、出産・子育て応援交付金の県補助金から国庫

補助金への振替分でございます。 

 農林水産業費県補助金２，０５０千円の減額は、各事業の入札差額や実績見込みによる

ものでございます。 

 土木費県補助金は２，７５３千円の減額、教育費県補助金は２８１千円の減額、消防費

県補助金３０５千円の減額はいずれも実績見込みなどによるものでございます。 

 県委託金、総務費県委託金５４３千円の減額は、県知事選挙委託金の確定によるもので

ございます。 

 １７ページ、繰越金、前年度繰越金２億６０，０００千円の追加は、財源調整や財政調

整基金等へ積立てを行うものでございます。 

 諸収入、雑入４６千円の減額は、キャンプ場閉鎖による売店売上げ収入の皆減と多面的

機能支払交付金返還金でございます。 
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 町債、土木債２，１００千円の減額、消防債２，８００千円の減額、教育債３９，９００

千円の減額は、事業費の確定によるものでございます。 

 次に、歳出について申し上げます。 

 １９ページ、議会費３，２５０千円の減額は、実績見込みによるものでございます。 

 総務費、総務管理費、一般管理費４８０千円の追加は、会計年度任用職員の人件費の減

額、事業の確定や実績見込みによる減額などでございます。 

 文書広報費２２３千円の減額は、広報みはま印刷の実績見込みによる減額でございます。 

 財産管理費４０６千円の減額は、業務委託をしなかったことによる皆減でございます。 

 企画費１０１千円の減額は、負担金の確定によるものでございます。 

 公害対策費１９４千円の減額は、西川、和田川水質検査・底溶質分析業務の実績による

ものでございます。 

 電子計算費４，７６３千円の減額は、基幹系システム構築料、基幹系クラウドシステム

共同印刷委託業務の実績による減額でございます。 

 諸費２０，７６４千円の追加は、御坊広域行政事務組合への負担金は確定による減額と、

償還金利子及び割引料は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金の償還

金と、多面的機能支払交付金の償還金でございます。 

 財政調整基金費３億４０，０００千円の追加は、不用額とまだ予算化していない前年度

繰越金・普通交付税などの財源を積立てするものでございます。 

 地方創生事業費５，５４９千円の減額は、実績見込みなどによる減額でございます。 

 ２３ページ、新型コロナウイルス感染症対策費２，６４１千円の減額は、各事業の実績

見込みなどによる減額でございます。 

 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金費７，１３０千円の減額は、事業の確定に

よるものでございます。 

 徴税費、税務総務費５９千円の減額、賦課徴収費１５０千円の減額は、実績見込みなど

によるものでございます。 

 ２５ページ、戸籍住民基本台帳費４１９千円の減額は、マイナンバー制度の導入に係る

戸籍システム改修実績によるものでございます。 

 選挙費、県知事選挙費５４３千円の減額と参議院議員選挙費５９５千円の減額は、確定

によるもの。 

 ２７ページ、監査委員費２８２千円の減額は、実績による減額でございます。 

 民生費、社会福祉費、社会福祉総務費４５０千円の減額は、実績によるものでございま

す。 

 老人福祉費１，７６４千円の追加は、事業の確定や実績見込みによるものでございます。

繰出金は３，５８６千円の追加で、介護保険特別会計の増額補正による介護給付費繰出金

などでございます。 

 心身障害者福祉費は７９０千円の追加でございます。委託料、負担金補助及び交付金は
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実績によるもので、扶助費２，０００千円の追加は、実績見込みによるものでございます。 

 ２９ページ、心身障害者医療費４，８００千円の減額、地域包括支援センター運営費

３，２８７千円の減額は、実績見込みによるものでございます。 

 児童福祉費、児童福祉総務費５，１６５千円の減額、児童福祉施設費３，８７２千円の

減額、児童措置費３，１００千円の減額は、実績見込みによるものでございます。 

 ３１ページ、衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費１，２５１千円の減額は、人件費の

減額や実績見込みによるものでございます。 

 予防費１２，１７４千円の減額は、新型コロナウイルスワクチン集団接種に伴う経費の

実績による減額と、予防接種委託料の実績見込みによる減額でございます。 

 環境衛生費１，１００千円の減額は、委託料は業務委託先職員の新型コロナウイルス感

染により業務停止したことによるもの、工事請負費は施工実績によるものでございます。 

 墓地基金費２５５千円の追加は、令和３年度の墓地関係歳入歳出決算剰余金を積立てす

るものでございます。 

 ３３ページ、清掃費、塵芥処理費８，９７９千円の減額は、指定ごみ袋の入札差額によ

る減額、清掃センター負担金の確定によるものでございます。 

 し尿処理費７８２千円の減額は、クリーンセンター負担金の確定によるものでございま

す。 

 農林水産業費、農業費、農業委員会費７７３千円の追加は、先ほど議案第４号でお認め

いただいた委員等最適化活動報酬の追加でございます。 

 農業振興費１，７４８千円の減額は、実績見込みによるものでございます。 

 水産業費、水産業振興費１，６００千円の減額は、実績がございませんでしたので河川

流出物等回収事業、重機借上料、原材料費の皆減でございます。 

 ３５ページ、漁港管理費１３３千円の減額は実績によるものでございます。 

 漁港建設費３，０００千円の減額は未執行による皆減でございます。 

 商工費９４０千円の減額は、実績見込みなどによる減額。 

 観光費３，６５１千円の減額は、コロナ禍によりキャンプ場を閉鎖したことによるもの

と、看板商品創出事業の実績による減額でございます。 

 土木費、道路橋梁費、道路新設改良費７，２２４千円の減額は、役務費は分筆箇所減少

による減額、委託料は寺田橋架け替え工事の精算によるもの、工事請負費１，０００千円

の追加は、寺田橋において町が発注する交通安全対策工事でございます。 

 ３７ページ、河川海岸費、砂防費７６７千円の追加は、急傾斜地崩壊対策事業の増額に

よる地元負担金の増額でございます。 

 都市計画費、都市計画総務費４，０５２千円の減額は、都市計画マスタープラン改定業

務の入札差額で、都市計画図作成業務は未実施による皆減でございます。 

 住宅費、住宅管理費８千円の追加は、国庫補助事業実施によるものでございます。 

 消防費、非常備消防費２７４千円の減額は、旅費、交際費は実績見込みによるもの、負
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担金補助及び交付金の減額は、新型コロナウイルス感染症の影響による研修会などの中止

によるものでございます。 

 消防施設費１，１７６千円の減額は入札差額によるものでございます。 

 災害対策費１４，１０９千円の減額は、委託料は実績見込みによるもの、工事請負費は

入札差額や精算による減額と備蓄倉庫新築工事２６５千円の追加、負担金補助及び交付金

は各事業等の実績見込みによるものでございます。 

 ３９ページ、教育費、教育総務費、事務局費８１７千円の減額、教育諸費５０千円の減

額は実績見込みによるものでございます。 

 教育施設整備基金費３億円の追加は、前年度繰越金、普通交付税などの財源を積立てす

るものでございます。 

 小学校費、学校管理費１，０３３千円の減額、教育振興費２６０千円の減額は実績見込

みによるものでございます。 

 中学校費、学校管理費４２，０２５千円の減額は、委託料及び工事請負費は入札差額に

よるもの、その他は実績見込みによるものでございます。 

 教育振興費４００千円の減額は、実績見込みによる準要保護の減額でございます。 

 幼稚園費１，３０６千円の減額につきましても実績見込みによるものでございます。 

 こども園費、ひまわりこども園費１８，４３０千円の減額は、実績見込みによるもので、

備品購入費は事業の確定によるものでございます。 

 社会教育費、社会教育総務費８１２千円の減額、公民館費１００千円の減額は実績見込

みによるものでございます。 

 保健体育費、保健体育総務費３０千円の追加は、小学生の全国大会出場によるもの、体

育施設費１５４千円の減額は、体育センター屋根改修工事設計委託業務の入札差額による

減額、学校給食施設費２，６１０千円の減額は、実績見込みによる賄い材料費、学校給食

校外調理業務の減額などでございます。 

 以上で、歳出の補正についてご説明申し上げました。 

 添付資料といたしまして、給与費明細書、地方債の現在高の見込みに関する調書を添付

してございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。 

 再開は１１時１０分です。 

午前十時五十七分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時一〇分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 これから質疑を行います。２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） まずは、ちょっと幾つかあります。繰越明許費の５つ、これ遅れ
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た、繰り越した理由をちょっと教えてください。 

 それと、すみません、１２ページ、この住宅耐震化促進事業、これどれぐらい使ってい

るんかなと思って、何件でどれぐらい使っているんかなということを４，０００千円の件

です。 

 そして、まだあります。１６ページの和歌山県移住支援事業補助金、これに関してはも

うそのままやと思うんですけれども、この辺ちょっと詳しく教えてください。 

○議長（谷重幸君） 農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） まず、繰越しの部分についてお答えいたします。 

 農林水産建設課において繰越しは４件ございまして、まず上から三尾海藻倉庫新築事業

でございますけれども、これは当初補正でお願いしました防衛省の関係の費用分析業務と

いう業務がございました。その入札差額をもちまして三尾海藻倉庫の新築工事の設計をし

ております。ここの部分については、県道拡幅において、その三尾の海藻倉庫、今現在あ

る海藻倉庫に進入が不可能になる可能性があるということで、急遽設計委託を発注いたし

ました。今現在、設計にかかっておるところなんですけれども、まず建て替えの現地とい

うのが漁港内で三尾漁協のほうが希望されておりまして、いろいろと漁港内でも工事が行

われておりますので、その関係で一部ちょっと現地測量ができないという部分がございま

すので繰越しをお願いしております。 

 次に、道路橋梁費の道路新設改良事業、繰越しでございます。これも前回の議会でお願

いいたしました大三尾３３号線という路線がございます。令和４年度でそこの工事は行っ

たんですけれども、そのときに発覚した慶本池からの排水管が埋設されてございます。そ

こにつきましても、今現在発注はしておりますけれども、これは意味合いとして雨季に慶

本池の排水なんかが出てくると周りに及ぼす影響もある可能性があるため少し前倒し、今

回令和５年度は骨格予算ということもございましたので、早期に行うために前倒しでお願

いした部分でございます。 

 次に、道路橋梁費、交通安全対策事業でございますけれども、これは先日県のほうで委

託しておりました西川河川改修事業に伴う寺田橋の架け替え工事、これが完成したところ

でございますけれども、そこに交通安全対策としてグリーンベルトを引く工事でございま

す。周辺、まだ工事も少し残って、周辺の道路、また取付け部分について工事もやってお

りますので、ダンプ等と往来が落ち着きましたら発注したいなというふうに考えておりま

す。 

 最後、土木費、住宅費の町営住宅和田団地屋根外壁改修工事でございますけれども、こ

れはＣ団地でございまして、Ｂ団地というのは海に近いほうでございます。Ｃ団地は県職

住宅との間にある部分でございます。この部分については、これも補正でお願いしていた

だいた部分なんですけれども、同時に発注しますといろいろと駐車場等支障も出てくると

いうところもございまして、当初２か年でやる予定でございました。ただ、国のほうの補

助金が前倒しで交付されてきたため、それを申請して我々もこのＣ団地の改修工事につい
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て工事を発注したというようなことでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（太田康之君） お答えします。 

 まず、その上田井地区津波避難施設整備事業の繰越しの関係です。 

 これについては、昨年の１０月頃、南側のタワーの関係です。それで、１０月頃、くい

打ちが工事が終わったんですけれども、基礎工事に取りかかるときにそこから水が吹き出

してきてということで、その対策工事ということで周りに矢板を敷き詰めたりとか、その

土を入れ替えたりというようなことで工事が遅れてしまったというような状況でございま

す。 

 それと、次に、住宅耐震化事業補助金の関係で４，２６３千円の減額となった件数等と

いうところなんですが、まずこの業務については耐震診断委託業務、耐震改修補強設計審

査、耐震設計改修工事総合型、古家解体、ブロック塀の改善、こういうふうな事業になっ

ております。これにつきましては、まず耐震診断委託業務については、当初４０件取って

おりました。それが１３件が実績見込みにより減としております。それと、耐震改修補強

設計審査ということで当初５件取っておったんですが、全く実績がなくゼロ件という状況

です。それと、耐震設計改修工事総合型事業ということで、建て替え、改修を含む工事な

んですが、当初１０件取っておった中で７件を減額しております。それと、次に古家解体

支援事業ということで、これについては若干利用者が多く、当初１０件、利用件数は補助

対象以外の分も含めますと１６件、補助対象事業であれば１３件ということになっており

ます。これについては、その実績額に応じて補助をするということなんで、件数が増えた

からこれだけ上がったというわけではなく、それぞれの工事、上限７５０千円以下のやつ

もあったのでこういうふうな数字で２５８千円増額となっております。 

 それと、ブロック塀の撤去改善ということで、当初１０件、これが２件しかなく減額、

ブロック塀の撤去改善事業の改善という部分でこれも１０件取っておったんですが、その

うち１件分ということになりまして減額となっております。トータルすると４，２６３千

円ということになります。詳しく金額言えと言われたらまた言いますが、どうですか。は

い。 

 次に、和歌山県の移住支援事業補助金１，２００千円の減額、この内容について詳しく

説明してくれというようなことだったと思います。それで、これについては、実際当初１

件取っていたやつが実績がなくゼロ件となっております。この事業に関しましては、ちょ

っと文章をそのまま読みます。「東京２３区に在住または東京圏に在住し、東京２３区へ

の通勤者が町内に移住し、さらに移住支援企業で就職または起業した場合に補助する」と

いうようなこういう内容になっております。そういう東京圏から美浜町へ移住して、なお

かつ起業あるいはその対象である企業へ就職した方に対してお金を支払うと。事業費につ

いては１，６００千円の補助率については４分の３、県補助で１，２００千円の減額とな
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っております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、龍神議員。 

○８番（龍神初美君） ４１ページ、４２ページの第９款教育費の第３項中学校費の第１

学校管理費のところの報酬の部分です。会計年度任用職員の部分で、実績で９６５千円マ

イナスになっています。ここ多分、予算のときには３人の部活動の指導員のことだったよ

うに思うんですけれども、これだけ余っているということは子どもたちの部活動に支障は

なかったのかなと、指導員どういうことで２，０５５千円の予算だったのにマイナスにな

ったのか、ちょっとその辺詳しく教えてください。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） まず、９６５千円の減額でございます。内訳につきましては、

町費で雇用します講師の方、４月１日からは１２か月分取っておったんですけれども、そ

の方、４月１日からなんですけれども１０月からは県費の職員として財源がちょっと振り

替わりましたんで、ということは町費で支出する分がまずはなくなった。それでおおむね

５５７千円、残りにつきましては部活動指導員、おっしゃるように部活動指導員につきま

しては年間２名の方を予算措置しているところでございます。１名の方についてはもう年

度当初から年度末まで、もう一名の方につきましては実際もう全く執行ゼロということで

ございまして、その分が４２３千円でございます。じゃ現場はということになりますけれ

ども、そこはまた担任の教師の方、教員の方が部活動の顧問として就任していただいてと

いうことでございましたので、幸いにも子どもたちへの支障というのはないというふうに

理解しています。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番、２点。２４ページの真ん中辺り、負担金補助及び交付金で、

この住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金、ちょっと元の額は記憶にないので、こ

の金額かな。結構な金額なので、この給付金事業に漏れはなかったのかとか給付率とか、

その辺を。 

 それと、３６ページ、ほかの人も聞きたいかも分かりません、真ん中辺りの観光費のと

ころで看板商品、たしか当初予算で看板を作るのかと思いましたが、どんなものができて

どうなったのかとか、実績、内容をお示し願えたらと思います。 

○議長（谷重幸君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） まず、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金についてで

す。 

 当初、対象については２００世帯を予算計上しておりました。それで、申請実績により

最終的にはこの１３２世帯に対しての給付となった次第でございます。予算ですので、当

初は非課税世帯ということで多いめの２００件を想定していたわけでございますが、最終
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実施するときには対象については１４４世帯が対象となりまして、申請された方が１３２

世帯、９１．６％の申請率でございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 防災まちづくりみらい課主幹。 

○防災まちづくりみらい課主幹（北村卓也君） 谷議員にお答えいたします。 

 看板商品創出事業についてですけれども、この件につきましては、観光庁の地域独自の

観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業ということで、地域経済を支える観

光の本格的な復興の実現に向けて地域の稼げる看板商品の創出を図るため、自然、食、歴

史、文化・芸術、交通等の地域ならではの観光資源を活用したコンテンツの造成から販路

開拓まで一貫した支援を実施するものでございます。 

 補助率につきましては、補助率が５，０００千円まで、定額１０分の１０でございまし

て、５，０００千円を超える部分につきましては２分の１で、補助の上限額は１０，０００

千円となってございます。 

 それから、美浜町の事業の概要についてですけれども、まず３点ございまして、１点目

につきましては一般客向けのＳＤＧｓの体験型のコンテンツ、いわゆるビーチコーミング

であったり、ワークショップを行うというようなものでございます。 

 次に、２点目といたしまして、美浜町の特産品を活用した新規看板デザートメニュー、

これにつきましては環境循環型農作物であります松ブランドを使った地域独自の看板メニ

ューということで、松イチゴ、松キュウリを使ったマカロンを開発していただきました。

今後につきましては、このマカロンをお土産化していくということになるんですけれども、

今まだ業者も定まっていないところでございまして、新年度に向けまして業者を探し、販

売に向けて努力をしていきたいなというふうに考えてございます。 

 それから、地域の観光コンテンツを活用したここでしか手に入らないお土産の開発とい

うことでございますが、これにつきましては、ウミネルと申しまして水あめを活用した商

品、それからうみねこグラスと申しましてシーグラスを形取ったキャンディーを開発いた

しまして、今後、当町のお土産物にならないかなというふうに考えているところでござい

ます。 

 それで、３点目といたしまして、カナダ移民の歴史や紀伊日ノ御崎灯台など、地域性豊

かな場所を巡るマイクロツーリズム、いわゆる自宅から近場、一、二時間の距離で行う旅

行等観光があるかと思うんですけれども、そういうコースをツアーを組んで何とか皆様に

当町へお越しいただくようなツアーを開発いたしまして、旅行会社と今折り合っていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） まず、最初の住民税非課税世帯云々ですけれども、対象が１４５な

のに２００も取ったのかというのは少しちょっとクエスチョンで、それはそれとして、対
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象が１３５あって１３０の実績。これはそういうことで問題ないんですか。申請せえへん

から給付しなかった、それはそれでいいものなんですかというところと、看板商品のほう

と、いずれにしてもこの３項目生まれたところで、これから育っていくというあたりの理

解でいいのか、それはもうその対象の方々だけの努力で育っていってくれというのか、町

としてもっと力を入れてやっていくような方向で考えていらっしゃるのか、そのあたりお

願いいたします。 

○議長（谷重幸君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 申請されなかった方に対してなんですけれども、当然、され

なかった方に対しては、把握しまして再度の通知、また訪問もさせていただきました。た

だ、それにより不在であったりとかということで、結果こういう数字になった次第でござ

います。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 防災まちづくりみらい課主幹。 

○防災まちづくりみらい課主幹（北村卓也君） 谷議員にお答えいたします。 

 この看板商品創出事業で開発いたしました商品につきましても、ツアーであったり、お

土産物であったり、そういうものに関しましてはもちろん町が優先的に関わりまして、全

国的に発信をしていけたらなというふうには考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） すみません、蛇足になるかも分かりませんが、そうなると例えばふ

るさと納税の対象品に繰り入れるとか、そういうふうな理解でよろしいんですか。 

○議長（谷重幸君） 防災まちづくりみらい課主幹。 

○防災まちづくりみらい課主幹（北村卓也君） 一部に関しましては、なかなか難しい部

分もあるんですけれども、マカロンであったり、松イチゴ、松キュウリを使ったマカロン

等々を開発して、ふるさと納税にも入れていけたらなというふうには考えてございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） ちょっと聞いてみたいことがありますんでお願いします。１６ペ

ージのこの和歌山県の移住支援という先ほどの太田課長からお伺いした分ですけれども、

私個人的には改築とかあんなでもともと使うんかなとは思っていたんですけれども、東京

２３区からの応募という、こんなんて何か県が進めているんですか。県が進めていて、例

えば広報的なものも全て県がどうですかという感じで言うているということでいいんです

か。 

 それと、もう一個、耐震のほうも減ってきてます減ってきてますという、見込みから減

ってきていると、これ何かやっぱり理由はあるんですか。その２点お願いします。 

○議長（谷重幸君） 防災まちづくりみらい課長。 
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○防災まちづくりみらい課長（太田康之君） まず、移住支援の関係ですが、これはもう

県の補助事業であります。これはまず県のわかやま県空き家バンクに登録しているのが大

前提になっております。そこで、そこから移住してきた人が東京２３区から働いていると

か、そういうような条件が満たされれば町からもその方に対して報告はしますし、和歌山

県のホームページの中にもこういう事業がありますということに移住者向けにも発信はさ

れております。 

 次に、耐震の関係で、実績がだんだん減ってきているというような感じですが、まずこ

の耐震診断というのは毎年ですけれども、一番のピークは平成２９年で４０件というのが

ありました。そこから増えたり減ったりというような形で、令和２年度で２３件、令和３

年度で２２件、今回２７件というような状況になっております。ただ、その人数が減って

きているのかどうかというのはなかなか難しいところであるんですが、かなりのトータル

でいうと２３４件を今まで受けてくれていますんで、これが果たして全部町内を網羅した

のかどうかというのはその辺は分からないんですが、今後ともこの４０件というような形

でＰＲ等をしながら進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） 東京のほうのお話なんですけれども、イメージ的にはたまたま応

募したよというイメージでいいんですか、応募したらそれやったというイメージが強いん

ですか、やっぱり。 

○議長（谷重幸君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（太田康之君） そのような方もあるかも分かりません。た

だ、事前に調べてホームページなり、そういう形でここのこういう支援策がある、和歌山

県にはこういう支援策があるよというそれを見て来ている方もおられます。ただ、今まで

の実績でいうと、今までで令和２年度に１件だけというような状況です。事業は、もし仮

に来られたらということで予算化しておりますけれども、今のところ実績では令和２年度

の１件だけというような状況になっています。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、繁田議員。 

○７番（繁田拓治君） ２２ページの積立金、それから４２ページにもあります積立金、

これ２つ合わせたら６億４０，０００千円なんですけれども、町長にお聞きしたいんです

が、これだけの資産ですけれども、貯金ですけれども、残したということについてどのよ

うにお考えですか、町長にお尋ねします。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 細部説明でも申し上げましたけれども、交付税が増えたこと、

それからまだ見えてこなかった繰越金が今回計上したというのと、あとふるさと納税がや

はり大きかったということです。これを積み立てて、また皆さんに、今回は骨格ですけれ



令和５年美浜町議会第１回定例会（第４日） 

 

 

 
134 

ども肉づけをして、また計上していきたいと考えてございます。たくさん積立てできてよ

かったというふうには考えております。やっぱり分母が増えてきますので、経常収支比率

や将来負担比率なんかにも影響してくるかと思いますので、今回これだけ残せたというの

はよかったなというふうには考えてございます。 

○議長（谷重幸君） ７番、繁田議員。 

○７番（繁田拓治君） 今回の選挙でも町長が大きく住民に訴えておったと思います。こ

れについて、住民の方から何でそれだけ残ったんなというようなこともよく聞かれるわけ

なんですけれども、そういった場合に町長はどのようにお答えしますか。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 財政も気にしながらですけれども、やはり何もやらなかったと

いうことではないので、こんなこともあんなこともやりましたよというふうには住民の方

にはお伝えしています。その中で、やっぱりふるさと納税も職員共々頑張っていただいて

いるのでこういう金額が出てきたということもお伝えしています。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、繁田議員。 

○７番（繁田拓治君） あまりこれ掘り下げていったらこれ議案審議ですんで、また昨年

度の決算とかが９月に出てくると思いますんで、そのときの一般的な質問になろうかと思

いますので、そのときにまたお尋ねしたいと思います。 

 それで、これは何回も私も聞かれたんですよ、これ何でこれだけ残ったあんのなとかい

うのを聞かれて、住民も関心があると思うんです。それでもっと住民にいろいろ還元でき

んのかというような人もおったりで、いろいろあったんで、そういったことも含めて、ま

た一般質問か何かで機会がありましたらします。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 繁田議員にお答えします。 

 コロナ禍でいろんな交付金もいただくことができましたので、やっぱり町のお金を出さ

ずにそういうことも活用できたというのも繰越金ができたという理由になっているかと思

います。そういうことで、繁田議員も住民さんから尋ねられたときそういうふうにお答え

していただけたらなというふうに思います。 

○議長（谷重幸君） ２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） その積立てのお話なんですけれども、町長の中で別に何というの

は言うていただかんで結構なんですけれども、今後、その肉づけしたときとか、大きな何

かやられるというご予定はあるんでしょうか。内容は結構です。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） それはもちろん今後大きな事業等もございますし、それから道

の拡幅等、やはり土地収用ということになりましたらお金も必要になってくるんじゃない

かなというふうに考えてございます。 
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○議長（谷重幸君） ２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） 何か言えそうな雰囲気が出ているんで、何かこういうのをやりた

いなというイメージがあれば教えてください。今土地のほうは分かりましたんで、ほかで

も。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 公約に申し上げていましたように、給食費の無償とか高齢者の

外出支援券、それも結構大きくなります、７５歳以上の方皆さんに交付しましたら。それ

と、インフルエンザ等の補助、それももう皆さん高齢者に、それと子どもの千円から２千

円にアップするというようなこともしておりますので、どれぐらい膨らむのかなというの

がちょっとまだ見えてきていないので、やりたいということはやっていきたい。でも、来

年度中にできないこともございますので、ご了承いただきたいかなというふうには思って

おります。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ２番、北村議員。 

○２番（北村龍二君） ということは、所信表明で述べられたことが今やりたいことだよ

というイメージで、もちろん所信表明でやったことなんですけれども、それほんでも、ご

めんなさい、そんなになりますか、大きく。足し込んでもそんなになりますかねとふと思

ったんですけれども。だから、その外出支援券、私も一般質問やったぐらい７，０００千

円ぐらいでしたっけ、そしてインフルエンザの注射、おっしゃっていた所信表明のことを

足したらすごい大きくなるというイメージを持たれているんですけれども、それ以外はな

いというイメージでいいですか。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 北村議員にお答えいたします。 

 工事等、どのようになってくるかも分かりませんので、土地の関係なんかもこれからど

れぐらい必要かというのもまだ読めていませんので、やっぱりそこら辺が大きくなってく

るのではないかというふうに考えています。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１０号 令和４年度美浜町一般

会計補正予算（第８号）については、原案のとおり可決されました。 

 日程第１１ 議案第１１号 令和４年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第４
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号）についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。 

○議長（谷重幸君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 議案第１１号 令和４年度美浜町国民健康保険特

別会計補正予算（第４号）について、細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ４７千円を追加し、補正後の歳

入歳出予算の総額を９億７２，７３９千円とするものでございます。 

 それでは、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページ、繰越金、前年度繰越金４７千円の追加は、財源調整によるものでございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 ８ページ、諸支出金、償還金及び還付加算金、前期高齢者交付金償還金４７千円の追加

は、和歌山県国保連合会におけるシステムの集計誤りによる、過年度分の前期高齢者給付

費額報告の修正に伴う返還金でございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１１号 令和４年度美浜町国民

健康保険特別会計補正予算（第４号）については、原案のとおり可決されました。 

 日程第１２ 議案第１２号 令和４年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第４号）に

ついてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 議案第１２号 令和４年度美浜町介護保険特別会計

補正予算（第４号）について、細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ２９，４７３千円を追加し、補

正後の総額を８億６７，８９２千円とするものでございます。 

 それでは、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページ、保険料、介護保険料、第１号被保険者保険料２０６千円の減額は、特別徴収

保険料と普通徴収保険料の調定見込みによる減額でございます。 

 国庫支出金、国庫負担金、介護給付費負担金３，７０８千円の追加、支払基金交付金、介
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護給付費交付金３，１８０千円の追加、県支出金、県負担金、介護給付費負担金７，５０４

千円の追加は、いずれも変更申請によるものでございます。 

 繰入金、一般会計繰入金は３，８６５千円の追加で、内訳は介護給付費繰入金が３，７５０

千円の追加、９ページ、事務費繰入金は４４８千円の減額、低所得者保険料軽減繰入金は

６１２千円の追加、地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）は６３千円

の追加、地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）は１１２千円の減

額で、いずれも実績見込みによるものでございます。 

 繰越金１１，４２２千円は、前年度からの繰越金の残高を全額予算計上してございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 １０ページ、総務費、総務管理費、一般管理費は４４８千円の減額で、内訳は役務費が

１００千円の減額で、実績見込みによるもの、負担金補助及び交付金は３４８千円の減額

で、御坊広域行政事務組合への負担金の確定によるものでございます。 

 保険給付費の介護サービス等諸費は３１，５００千円の追加。１２ページ、特定入所者

介護サービス等費は１，５００千円の減額で、いずれも実績見込みによるものでございま

す。 

 地域支援事業費の包括的支援事業・任意事業費は５８０千円の減額、介護予防・生活支

援サービス事業費は５００千円の追加で、いずれも実績見込みによるものでございます。 

 １４ページ、その他諸費は審査支払手数料１千円の追加で、実績見込みによるものでご

ざいます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１２号 令和４年度美浜町介護

保険特別会計補正予算（第４号）については、原案のとおり可決されました。 

 日程第１３ 議案第１３号 令和４年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４

号）についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 議案第１３号 令和４年度美浜町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第４号）について、細部説明を申し上げます。 
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 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に変更はなく、財源調整をするものでござい

ます。 

 それでは、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページ、繰入金、一般会計繰入金２７９千円の減額は、事務経費に対して交付金が交

付されることとなったため、事務費繰入金を減額するものでございます。 

 諸収入、雑入２７９千円の追加は、被保険者証交付に係る経費に対する交付金の追加で

ございます。 

 次に、歳出について申し上げます。 

 ８ページ、総務費、総務管理費、一般管理費は、交付金の交付に伴って財源更正するも

のでございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１３号 令和４年度美浜町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第４号）については、原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

午前十一時五〇分散会 

 再開は明日２４日午前９時です。 

 お疲れさまでした。 


